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『京都府の地震活動』は、京都府及びその周辺の地震活動状況を解説するとともに、地震防災知識

の普及に資するため、毎月刊行しています。 

本誌に掲載した震源要素、震度データは、再調査された後、修正されることがあります。 

本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総合研究所、

国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財団法人地震予知総合研究振興会、青森県、

東京都、静岡県、神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成しています。また、2016 年

熊本地震合同観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、2022年能登半島における合同

地震観測グループによるオンライン臨時観測点（よしが浦温泉、飯田小学校）、米国大学間地震学研

究連合（IRIS） の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを用いて作成しています。 

震度データは、気象庁の震度計の観測データに併せて地方公共団体及び国立研究開発法人防災科学

技術研究所から提供されたものを掲載しています。 
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震央分布図（マグニチュード 0.5 以上、深さ０～80km） 

 
・（2024年2月1日～2025年1月31日、深さ０～80km、M≧0.5） 

・2025年1月の地震を赤く表示（総数206） 

・震源を表す「○」の記号は、マグニチュード（M）の大きさに対応したサイズで表記。 

・震度１以上を観測した地震には、日時、深さ、マグニチュード（M）、最大震度及び京都府内で震度を観測した地震に 

ついては京都府内最大震度を付記。 

・橙色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

 
概況 

１月中、震央分布図内で観測したマグニチュード 2.0 以上の地震は４回、震度１以上の

揺れを観測した地震は３回でした（12 月はそれぞれ６回、１回）。 

京都府内で震度１以上を観測した地震は２回でした（12 月はなし）。 

13 日 21 時 19 分 日向灘の地震（図の領域外：深さ 36km、M6.6）により、京都府京都市

南区・伏見区・西京区、京丹後市、向日市、久御山町、与謝野町で震度１を観測したほか、

東海・甲信越・北陸・近畿・中国・四国・九州地方にかけて震度５弱～１を観測しました。 
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21 日 05 時 39 分 兵庫県南東部の地震（深さ８km、M2.6）により、京都府亀岡市で震度１

を観測したほか、大阪府で震度１を観測しました。 
 

震央分布図、断面図（マグニチュード 0.5 以上、深さ０～80km） 
 

 
 

  
・（2024年2月1日～2025年1月31日、深さ０～80km、M≧0.5） 

・2025年1月の地震を赤く表示（総数206） 

・震源を表す「○」の記号は、マグニチュード（M）の大きさに対応したサイズで表記。 
・震度１以上を観測した地震には、日時、マグニチュード（M）、最大震度を付記。 

・橙色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

 

深さ数 km～約 20km に分布している地震は陸側のプレート内で発生した地震（地殻内地
震）、深さ約 30km～約 60km に分布している地震は、沈み込むフィリピン海プレート内の地
震です。 
 
 

 

 

 

左上 震央分布図 

右上 震央分布図を東から見た断面図 

左下 震央分布図を南から見た断面図 
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京都府で震度１以上の揺れを観測した地震の震度一覧表（2025 年１月） 

 
 

 

注１：所属のうち、「気」は「気象庁」、「防」は「国立研究開発法人防災科学技術研究所」、「自」は「自治体」を示して

います。 

注２：表○数字は、１月に京都府内で震度１以上の揺れを観測した地震番号を表しています。 
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① 1 月 13 日 21 時 19 分 日向灘の地震（M6.6、深さ 36km）の震度分布図（上

図：地域別、下図：観測点別） 
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② 1 月 21 日 05 時 39 分 兵庫県南東部の地震（M2.6、深さ８km）の震度分

布図（観測点別） 
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【地震一口メモ】 

長期評価による地震発生確率の更新について（令和７年１月 15 日公表） 

 

政府の地震調査委員会では、活断層による地震や、海溝型の地震に対して、今後大きな地震が発生す

る可能性について長期評価を行っており、地震の発生確率値の算定は、想定された地震が発生しない限

り、発生確率値が時間の経過とともに増加するモデル※１を基本的に用いています。このため、評価結

果については、その値がいつの時点を基準として算定された発生確率であるかが重要となります。これ

までは、令和６年（2024 年）１月１日を基準日として算定された地震の発生確率値を公表していました。 

今回、これまでの算定基準日（算定基準日は毎年更新）から１年が経過したことから、算定基準日を

令和７年（2025 年）１月１日として再計算を行いました。その結果、海溝型地震の内、南海トラフ地震

については、今後 30 年の間の発生確率値 70～80%から 80%程度と表現が変更されました（表）。ただし、

これらは地震の発生の危険度が急に高まった訳ではなく、時間の経過とともに確率値が変化したもので

す。地震はいつどこでも発生する可能性があることを念頭に、日頃から十分な備えをお願いします。 

※１ 評価対象の地震の最新活動時期が不明な場合等は、時間の経過にかかわらず、発生確率値は一定となるモデル（ポ

アソン過程）を用いて発生確率値を算定しています。これらの地震については、今回の再計算の対象にはなっていませ

ん。 

 

表 海溝型地震（南海トラフ地震）の発生確率値の更新前後の比較（赤枠は、変更があった今後 30 年間

の発生確率値。算定基準日 令和７年（2025 年）１月１日）※２ 

 

 

※２ 海溝型地震の表の補足 

・水色で示した箇所が、再計算の結果、表記に変更のあったもの。 

・確率値は、有効数字１桁で記述している。 

・括弧「（）」の値は、参考値として確率の計算値を表したものである。この値は有効数字１桁で示す確率値より、下位

の桁の値を含んでいる。 

※３ 地震後経過率：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の地

震発生時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると 1.0 となる。 

 

（注１）今回公表した確率値は「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の内容を基に計算したものであるが、現

在長期評価の見直しを検討しており、今回公表した確率値は今後変更になる可能性がある。 

※３ 
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地震調査研究推進本部ホームページ「長期評価による地震発生確率値の更新について」 
https://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/chousa_25jan_kakuritsu_index/ 
 
地震調査研究推進本部ホームページ「長期評価」 
https://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/ 
 

 


